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１．滋賀県子ども政策推進本部の取組状況について
○子どものために、子どもとともにつくる県政の実現に向け、子どもに関する施策を強力に推進するため、 滋賀県子ども政策推進本部を設置
（令和5年4月28日）

本 部 長：知事

副本部長 ：副知事

本部員/幹事：県政経営会議、同幹事会議の構成員
のうち、子ども施策に関係する部局

✓ 子ども施策の企画・立案、部局をまたいだ
施策の調整

✓ 部局間での情報・方針共有、個別事案の調整

✓ 関係機関（国、市町等）との連携

✓ 子ども施策に係る財源のあり方検討 等

所掌事務

開催状況

事務局：企画調整課、子ども・青少年局、
教育総務課の３所属合同事務局

組 織

第１回本部員会議（4/28）
・子ども政策推進本部について
・国･県の子ども施策の概要について
・国への要望検討

第２回本部員会議（5/22）
・国への要望について（春）
・子ども連れや妊婦の方などが気兼ねなく外出できるための取組の検討

第３回本部員会議（7/13）
・子ども施策に係る令和６年度施策構築方針について
・子ども施策の取組方針（案）について
・子ども連れや妊娠中の方の外出にやさしい取組の展開について

第４回本部員会議（9/26）
・国への要望について（秋）
・子ども施策に関して重点的に取り組む課題について
・（仮称）子ども・子育て施策推進交付金の創設
・子どもの自殺対策の推進のために

第５回本部員会議（12/5）
・しがの学びと居場所の保障プラン（原案）について
・子ども情報発信の整理について

第６回本部員会議（2/20）
・令和６年度子ども施策関連予算案について
・しがの学びと居場所の保障プラン（案）について

第７回本部員会議（３/18） ※予定
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①　子ども視点での施策の構築、意見表明の環境整備
・(仮称)滋賀県子ども基本条例の策定と普及啓発
・子ども県民の声ひろば等の子どもの意見を聴く取組
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②　子ども・子育てにやさしい社会の気運醸成
・ハグナビしが(子育て情報ポータルサイト)リニューアル
・すまいる・あくしょんフェスタ
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③　地域の子育て環境の充実
・子どもの居場所づくり支援体制強化事業
・「届ける家庭教育支援」地域活性化事業
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④　市町間での支援の差への対応（・医療費助成制度の拡充） ・子どもの医療費助成の高校生世代への拡充 5

⑤　キャリアデザイン・プレコンセプションケアの推進 ・プレコンセプションケアの推進 5

⑥　子どもの安全の確保 ・保育所等や放課後児童クラブへのよりよい保育や安全確保の研修や巡回支援 5

⑦　中小企業等における休暇取得・ワークライフバランスの推進
・ワーク・ライフ・バランス推進企業登録
・女性活躍推進企業認定制度
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⑧　保育等の環境整備・保育人材等の確保 ・保育士、放課後児童支援員等職員の人材確保 5

⑨　外国人世帯の増加への対応 ・外国人児童生徒の学び・居場所の支援 6

⑩　社会的養護等の必要な子どもへの対応
・日野子ども家庭相談センター(児童相談所)の開所
・学校、市町、民間団体等と連携したヤングケアラー支援
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⑪　青少年の主体的な社会参画の促進 ・若者ネットワークキャンプ 4

⑫　不登校・引きこもりの増加への対応
・不登校対策ＣＯＣＯＬＯプラン関連事業
・民間施設を利用する子どもや保護者への支援の在り方調査・検証事業

６、８

⑬　学びの機会を保障するための体制の充実
・高等学校特別支援教育体制整備事業
・副籍(副次的な学籍)制度の実施
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⑭　笑顔あふれる学校づくり
・幼児期教育センター設置運営事業
・学校経営骨太モデル事業

９、10

・子ども・子育て施策推進交付金の創設 5
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市町の重点取組への支援

令和６年度施策への反映(対応する事業の例)子ども政策推進本部での検討
予算資料
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２．令和６年度子ども施策関連予算案について
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☛社会全体で子どもの健やかな育ちや子育てを支える環境をつくる。

取組

【予算額２８９.２億円】柱① 子ども・子ども・子ども

☛子どもたちがいかなる環境、家庭状況にあっても、自分らしく、健やかに、安心して育つことができ、
大切に育まれ、笑顔で暮らせる社会の実現に取り組む。

☛県と市町が車の両輪となり、切れ目なく子ども・子育て支援を充実させる。

子どもとともにつくる子ども真ん中社会

安心・安全な子育て環境のさらなる充実 子どもの健やかな学びと育ちを支える

困難な環境にある子ども・若者の支援

社会全体で子どもと子育てを応援



健康医療福祉部

琵琶湖
環境部

教育委員会

土木交通部

農政水産部

商工観光
労働部

文化
スポーツ部
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県庁全体での「子ども・子ども・子ども」の取組

【予算額 ２.２億円】

健康医療福祉部
子ども・青少年局（内3565）

子ども・若者基金等を活用し、県庁全体で子ども・若者施策に集中的に取り組む

総務部

知事公室

子ども・若者の意見を
県政に反映するため
の環境づくり

子どもと大人の学
びプラットフォーム
（こどなBASE）

子どもも大人も来
たくなるキッズ
ミュージアム

自然体験を通じた環
境学習推進

「ビワイチの子」体験促進
民間企業等の働きやすい環
境づくり

親子でつながり、「琵
琶湖システム」体感

地域の担い手になる子
どもの学びの場づくり

「こども としょかん」
（子どもの読書活動の
総合的推進）

県庁における健康経営
ダイバーシティ推進

総合企画部

県庁各部局における主な子ども・若者施策
子ども・若者基金の活用

• R4年度に設置した基金で子ども・若者
施策を集中的に実施

すまいる・あくしょん普及啓発事業

子ども政策
推進本部

部局 件数 基金活用
額（千円）

総合企画部 2 15,500

文化スポーツ部 4 18,519

琵琶湖環境部 2 8,220

健康医療福祉部 22 86,113

商工観光労働部 4 6,988

農政水産部 1 4,997

土木交通部 6 7,529

教育委員会事務局 18 74,917

合計 59 222,78３
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子どもとともにつくる子ども真ん中社会

【予算額 １.４千万円】

子どもの意見を尊重し、子どもたちが様々な活動に主体的に参画できる社会づくりを進める

知事公室 広報課（内3046）
健康医療福祉部
子ども・青少年局（内3565)

子どもの権利を守る仕組みをつくる

• 子どもの意見の尊重や子どもの社会参画が社会全体
で進められるよう、子どもの権利を含めた条例の普及
啓発・気運醸成を行う

（仮称）滋賀県子ども基本条例の策定と普及啓発

子どもが意見を述べる

子ども県民の声ひろば等の子どもの意見を聴く取組

• 子ども版「知事への手紙」
• 児童養護施設等の
子どもの権利擁護事業

子どもが県政に参画する

子ども・若者の意見を聴き、県政に反映する取組

• 若者ネットワークキャンプ
• 子ども若者審議会
• 子ども県議会

県庁が変わる！

子ども真ん中社会の実現



子どもを安心して産み育て、子どもの健やかな育ちを支える社会をつくる

プレコンセプションケアの推進

子どもの医療費助成の高校生世代への拡充

6

安心・安全な子育て環境のさらなる充実

【予算額 ２３.３億円】

市町の施策の充実を目的として
交付金を創設

妊娠期 誕生 乳幼児期 学齢期

自らの健康を守るために、次世代の子どもたちが
性や妊娠に関する正しい知識を身につけるための教育の実施

• 保育士、放課後児童支援員や児童養護施設等職員の人材確保
• 保育所等や放課後児童クラブへのよりよい保育や安全確保の研修
や巡回支援

子ども・子育て施策推進交付金の創設

新生児マススクリーニング検査に
関する実証事業

周産期医療体制の確保

不安・悩みを抱える家庭支援事業

子どもの安全確保に向けた取組

リトルベビー・多胎児を抱える家族や流産・死産を経験した家族・不妊に悩む家族等への支援の実施

健康医療福祉部
医療政策課(内3625)
子ども・青少年局（内3565）

県と市町の連携で
取組を充実！

子どもを安心して産み育てる

子どもの健やかな育ちを支える



困難な環境にある子ども・若者の支援
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困難な環境にある子ども・若者たちを社会全体でケアし、フォローしていく環境をつくる

健康医療福祉部
健康寿命推進課 （内3651）
障害福祉課 （内3540）
子ども・青少年局（内3554）

教育委員会事務局
幼小中教育課 （内4668)
特別支援教育課（内4641）
生涯学習課 （内4654）

困難な環境にある子どもたち

児童虐待

ヤングケアラー

ケアリーバー

施設などで暮らす
子どもたち

医療的ケア児

障害児(者)

不登校児童生徒

外国人児童生徒

家庭環境• 日野子ども家庭相談センター
（児童相談所）の開所

• 県内２か所の活動拠点（守山・
彦根）でケアリーバー支援

• 社会的養護のもとで暮らす子どもたちの
学ぶ力サポート

• 医療型短期入所受入促進モデル事業
• 重度心身障害児者・医療的ケア児支援セ
ンター運営

• 医療的ケア児保育支援者育成事業
• 医療的ケア児童生徒の通学に係る保護者
支援

• 安全・安心の障害児
（者）歯科医療等の充実

• 外国人児童生徒
の学び・居場所
の支援

• 「届ける家庭教育支援」地域
活性化事業

支える

支える

支える

支える

支える

支える

支える

支える

• 学校、市町、民間団体等と連携した
ヤングケアラー支援

• 青少年補導センター
での支援

非行少年等

支える

• 困難な環境にある子どもへ
の支援事業

• 不登校対策ＣＯＣＯＬＯプラ
ン関連事業

• 民間施設を利用する子ども
や保護者への支援の在り方
調査・検証事業 等

• 多様な学び確
保推進事業

【予算額３.７億円】

拡



困難な環境にある子ども・若者の支援
つないで守る自殺対策

【予算額 ４.１千万円】子ども・若者の自殺対策をさらに推進する

こころのケアチーム機能の強化

年齢階級 死因1位 率

10-14歳 自殺 28.6%

15-19歳 自殺 61.5%

20-24歳 自殺 52.6%

25-29歳 自殺 63.6%

30-34歳 自殺 38.5%

35-39歳 自殺 31.1%

厚生労働省「人口動態統計」保管統計表
都道府県編より（令和3年）

・10代から30代の死因１位が
自殺
・こども・若者の自殺対策が喫
緊の課題

事案の発生

通報
報告

通報・報告受理

・滋賀県教育委員会
学校緊急支援チーム

・市町教育委員会
・県施設所管課
・市町関係課
・警察県民センター

精神保健福祉センター
こころのケアチーム派遣

こころのケアチーム事業

保健所

相談
派遣依頼

学校

施設

地域

強化点①
• 事案発生前の
ハイリスク者も
対象に

強化点③
・弁護士・医師等の専門
家を加え機能強化
・こども・若者危機対応
チームの役割を付加

こころのサポートしが
（LINE相談） SNS相談員

若者等が相談しやすい環境
を整えていく。

強化点②
• 私立の小・中・高・
大学校等を追加支援 支援
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健康医療福祉部 障害福祉課（内3548）
教育委員会事務局 幼小中教育課（4668）



登校できない登校できる

外出できない外出できる
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向
性
〉

校内の教育支援体制の強化

多様な学びの場・居場所の確保

自立支援につなぐアウトリーチ強化

安心して学べる学校づくり、多様な学びの場・居場所等と学校との連携強化

オンライン学習等の支援

スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーの配置をはじめとする、チーム学校による支援体制の強化

教育支援センターの機能強化

困難な環境にある子ども・若者の支援
不登校の状態にある子ども支援
しがの学びと居場所の保障プランのもと、子どもの多様な学びの機会と居場所を保障する

【予算額３.２億円】

「心の健康観察」の導入推進事業【不登校対策ＣＯＣＯＬＯプラン関連事業】 「届ける家庭教育支援」地域活性化事業

SC、SSW等の配置拡充

民間施設を利用する子どもや保護者への支援の在り方調査・検証事業
子どもの居場所づくり支援体制強化事業
子ども・若者の居場所づくり支援検証事業

学習指導員の配置【困難な環境にある子どもへの支援事業】

地域の総合拠点機能形成（メタバース利活用）
【不登校対策ＣＯＣＯＬＯプラン関連事業】

地域の総合拠点機能形成（支援のない不登校児童生徒
の実態調査）【不登校対策ＣＯＣＯＬＯプラン関連事業】

多様な学びの場・居場所等情報提供調査委託
【不登校対策ＣＯＣＯＬＯプラン関連事業】

教育と福祉との連携による、本人や保護者への相談・支援体制の充実 こころのサポートしが（LINE相談）事業 【困難な環境にある子ども支援事業】

地域の総合的拠点機能形成 (コーディネーターの配置)
【不登校対策COCOLOプラン関連事業】

学びの多様化学校等の検討 (仮称)しがの学びの保障・居場所の確保推進協議会の設置【困難な環境にある子ども支援事業】

健康医療福祉部
子ども・青少年局

（内3565）
教育委員会事務局

幼小中教育課（内4668）
生涯学習課（内4654）
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（令和6年3月策定見込）

拡



子どもの健やかな学びと育ちを支える
確かな学力、豊かな心と健やかな体の育成

【予算額９.９千万円】

教育委員会事務局
幼小中教育課 （内4662）
人権教育課 （内4592)
生涯学習課 （内4650)
保健体育課 （内4610）
図書館 （077-548-9691）

〇「読み解く力」推進プロジェクト

〇「個別最適な学び」に係る研究調査

全国高校総体
近畿ブロック開催推進事業

新
新

・CBTデータを活用し、個々の伸びを経年把握
・滋賀大学と協力して分析を行い、適切な指導や取組につ
いての研究を推進

〇学校保健の機能強化

令和８年度全国高校総体近畿ブロック開催準備に係
る経費の補助等確

か
な
学
力

健
や
か
な
体

豊かな心

幼児期教育センター設置運営事業
・幼児教育アドバイザーによる研修、幼児教育施設への指
導・助言等

〇部活動の地域移行推進支援事業

〇楽しく運動推進事業

新 「こども としょかん」
サポートセンター設置事業

新 学校図書館連携推進事業

新「こども としょかん」学校図書館応援事業

・子どもの読書活動推進の総合調整を担う
「こども としょかん」サポートセンター設置

・学校図書に関わる者の連携強化
・学校図書館を生かした読書活動や授業づくりの活性化

〇人と人とが豊かにつながる学校づくり共創事業

子どもの健やかな学びと育ちを支え、「生きる力」を育む
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・幼児期等の安全で効果的な運動遊びを指導・啓発

・学校保健の充実による子どもの心の健康の増進

・活動機会の確保に向けた実証事業の実施

・「子ども読書・学校図書館支援コーディネーター」の配置
・学校図書館で活用する貸出図書セットの整備
・学校図書館サポーター養成講座

・公立小中学校で「読み解く力」の視点を踏まえた授業づ
くりを推進するとともに、子どもたちが自分の考えを深め、
記述したり表現する指導を充実

・互いの多様性を認め合い、一人ひとりが主体性をもって自己
実現をめざす子どもの育成



・高校生への教師塾出前講座
・SNS等を活用した情報発信

・県内、近隣府県の大学を中心に実施

効果的な発信

大学説明会の開催

【予算額 ４.９億円】教職員の笑顔で子どもたちの笑顔を増やす

子どもの笑顔子どもの笑顔
教員へのファースト
ステップ支援事業

教員免許を所有する人などに教職の魅力等
を説明するセミナーを開催

潜在的な教員希望者を掘り起こし
教員不足の解消につなげる

教職員の笑顔教職員の笑顔
人
材
確
保

・スクールカウンセラー
・スクールソーシャルワーカー
・部活動指導員
・地域ボランティア

多様な人材の活用

働
き
方
改
革

学校経営骨太モデル事業

「教頭業務の一部を担う」
「協働で業務遂行をする」
ミドルリーダー層の教員に
対して非常勤講師を配置

・実施時期の早期化
・秋選考の実施

・指導力向上研修 ・情報教育の推進
・研修受講履歴記録システム/教員研修
プラットフォームの活用

教員採用選考試験の工夫

教員の資質向上

新

副校長・教頭マネジメント
支援員の配置新

魅力発信

調査対応、服務管理、施設
管理等の教頭業務を補助す
る支援員の配置

教頭の事務処理に関
する負担を軽減

教頭の時間的、精神的な負担
軽減と次世代の管理職の育成

子どもの健やかな学びと育ちを支える
笑顔あふれる学校づくり

11

教員業務支援員の配置
(スクール・サポート・スタッフ）

教員が児童生徒への指
導や教材研究等に注力

教員の事務作業を補助する支援員
全校配置へ！

教育委員会事務局
教職員課 （内4530)
高校教育課 （内4571）
幼小中教育課（内4668）
保健体育課 （内4610）

拡



副籍（副次的な学籍）制度の実施
【特別支援学校と小学校の双方に学籍を置いて学ぶ】

小学校の児童が特別支援学校へ 副 籍

主たる
学籍

主たる
学籍

副 籍 特別支援学校の児童が地域の小学校へ

○ 高等学校特別支援教育推進事業

・特別支援教育支援員（学習支援）の配置
・特別支援教育巡回指導員等の派遣

高等学校特別支援教育体制整備事業

・県立高等学校における特別支援教育の課題
解決に向けた支援方法の研究や専門的な助言
等を行う体制づくり

○ 医療的ケア児童生徒の
通学に係る保護者支援事業

○ 職業的自立と社会参加を
めざした職業教育充実事業
・就労アドバイザーの配置
・「しがしごと検定」の実施
・「しがしごと応援団」の運用

○「地域で学ぶ」支援体制強化事業

・合理的配慮コーディネーター、医療的ケア
看護職員の配置
・適切な就学指導の推進
・分教室設置の研究

○ 特別支援教育の視点に立った
「個別最適な学び」推進事業
・市町担当者等向けワークショップの開催
・発達障害支援アドバイザーの派遣

新

【予算額１.１億円】

教育委員会事務局
教育総務課 （内4516）
特別支援教育課 （内4641）

共生社会の実現をめざし、多様な学びの機会と環境を整える

インクルーシブ教育
システムの構築

子どもの健やかな学びと育ちを支える
特別支援教育の充実

特別支援学校

 

 

高等学校

社会的・職業的自立

特別支援学校の教育環境整備

県立特別支援学校教育環境整備事業

・野洲養護学校・草津養護学校の大規模化に伴う課題解消の
ため、特別支援学校の分離新設に向けて調査等を行う。

○ 県立養護学校増築事業

・北大津養護学校の狭隘化対策として、
校舎増築に向けた設計等を行う。

学びの基盤の充実

新

小・中学校
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官民連携で子育てを応援し、子どもと子どもに関わる人の笑顔があふれる社会をつくる

社会全体で子どもと子育てを応援
【予算額 ６.８千万円】

健康医療福祉部 子ども・青少年局（内3565）
商工観光労働部 労働雇用政策課（内3750）

女性活躍推進課（内3770）
観光振興局 (内3741)

教育委員会事務局 生涯学習課 (内4654） 13

• ワーク・ライフ・バランス推進企業登録
• 女性活躍推進企業認証制度
• イクボス宣言企業登録
• 家庭教育協力企業協定(しがふぁみ)

• しがこども体験学校
• 「ビワイチの子」体験促進
• すまいる・あくしょんフェスタ

• 淡海子育て応援団事業
• 子ども連れや妊娠中の方が外出
しやすい公園や県立施設の整備

• SMILE BABY コンサート

• しがっこパスポートの発行
• ハグナビしが(子育て情報ポータルサ
イト)リニューアル

子育てで
孤立しない

子どもが
いろいろ
体験できる

子育て
しやすい
働き方が
できる

子ども連れ
の方が気軽に
お出かけできる


